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調査結果ニュースリリース 
 

2014年9月26日 

報道関係各位 

ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）に関する調査 

ディーセント・ワーク（Decent Work）とは、「働きがいのある人間らしい仕事」と訳され、人間らしい生活を継続的

に営める人間らしい労働条件の仕事のことを指します。1999年のILO（国際労働機関）の総会において、このディー

セント・ワークは21世紀のILOの目標とされ、連合はディーセント・ワークの実現を呼びかけています。 

そこで、連合では、ディーセント・ワークの認知状況やディーセント・ワークの実現には何が必要なのかを探るた

め、「ディーセント・ワークに関する調査」を実施しました。 

～～ディーセント・ワークのイメージと認知率～～ 

ディーセント・ワークの認知率 11.7%、「内容を知っていた」のはわずか1.7% 

～～何から働きがいを感じているか～～ 

“やりたい仕事” “自分の成長” “責任ある仕事”から働きがい 

女性のほうが“自分の成長”から働きがいを感じている傾向 

子育て中男女の意識差 女性は“仕事とプライベートの両立”、男性は“責任ある仕事”から働きがい 

働きがいには≪仕事内容≫や≪労働・職場環境≫の満足度も影響、満足度が低いほど「働きがいを感じない」 

～～ディーセント・ワークの実現に重要なことと、それらに対する満足度～～ 

ディーセント・ワークの実現にどの程度重要だと思う？ 

「労働環境・職場環境」「賃金」「労働時間・休日日数」「仕事内容」のいずれも9割以上が『重要』と認識 

満足度では、「賃金」は半数近くが『非満足』 

「労働環境・職場環境」と「労働時間・休日日数」は3人に1人の割合で『非満足』 

「社会保障」も9割以上が『重要』と認識するも、『機能している』との評価は6割に満たず 

～～仕事内容・労働条件・労働環境・社会保障に対する不満内容～～ 

賃金に対する不満 「基本給の水準が低い」6割 

労働環境・職場環境に対する不満 「職場の人間関係が悪い」5割、「パワハラやいじめ」は3割 

46歳～55歳女性では「目標となる先輩・上司がいない」が半数以上 

労働時間・休日日数に対する不満 「まとまった休みが取れない」「残業が多い」 

正規労働者は“長時間”、非正規労働者は“短時間”に不満 

仕事内容に対する不満 「やりたい仕事とは異なる」3割半 

男性は“やりがいを感じない”、女性は“忙しすぎる”ことに不満 

社会保障制度で不十分と感じるところ 「社会保険制度」「年金」「医療・介護サービス」 

～～ディーセント・ワークの実現に必要な取り組み～～ 

ディーセント・ワークを実現するために最も必要な取り組み “制度・法律の改正”が半数以上 

～～ディーセント・ワークの実現によって期待できること～～ 

ディーセント・ワークの実現によって期待できること 1位「精神的に豊かな社会」、2位「落ち着いた生活」 

「持続的な経済成長につながる」は3人に1人が期待 

「職場における女性の活躍拡大」は女性の3人に1人が期待 

「子どもによりよい教育を受けさせられる」は小中高生の保護者の3人に1人が期待 
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連合（日本労働組合総連合会）（http://www.jtuc-rengo.or.jp）（所在地：東京都千代田区、会長：古賀 伸明）は、

「ディーセント・ワークに関する調査」を、モバイルリサーチ（携帯電話によるインターネットリサーチ）により、2014年

8月22日～8月26日の5日間において実施し、18歳～65歳の男女（ただし、現在、会社経営者または役員の人は除

く）1,000名の有効サンプルを集計しました。（調査協力機関：ネットエイジア株式会社） 

 

～～ディーセント・ワークのイメージと認知率～～ 

◆ディーセント・ワークのイメージとは？ 

◆ディーセント・ワークの認知率 11.7%、「内容を知っていた」のはわずか 1.7% 

はじめに、18歳～65歳の男女（現在、経営者または役員の人を除く）1,000名(全回答者)に、『「ディーセント・ワー

ク」という言葉があり、「働きがいのある人間らしい仕事」と訳されることがある』と説明した上で、“働きがいのある

人間らしい仕事”とは、どのような仕事をイメージするかを自由記述式で聞いたところ、「人の役に立つ・貢献できる

仕事」（191 件）が際立って多く、「好きなこと・やりたいことができる仕事」、「自分に合った・能力が活かせる仕事」

（それぞれ 80 件）、「報酬が見合っている・きちんと評価されている仕事」（77 件）、「喜ばれる・感謝される仕事」（69

件）が続きました。 

 

 

 

調査結果 
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◆“働きがいのある人間らしい仕事”とは、どのような仕事をイメージするか

（自由回答形式）
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それでは、どのくらいの人が“ディーセント・ワーク”という言葉を知っていたのでしょうか。 

全回答者（1,000 名）に、“ディーセント・ワーク”という言葉を聞いたことがあったか（※）質問したところ、「聞いたこ

とがあり、内容も知っていた」1.7%、「聞いたことはあるが、内容は知らなかった」10.0%となり、それらを合計した『聞

いたことがある（計）』（認知率）は 11.7%、また、「聞いたことはない」は 88.3%でした。 

※アンケートに回答する前から聞いたことがあったかどうかを聴取 

1.7 

10.0
88.3

0% 50% 100%

全体【n=1000】

聞いたことがあり、内容も知っていた

聞いたことはあるが、内容は知らなかった

聞いたことはない

◆「ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）」という言葉を聞いたことがあるか

（単一回答形式）
認知率

11.7

 

次に、“ディーセント・ワーク”という言葉の内容を知っていた 17名に、どこで見聞きしたか聞いたところ、サンプル

数が少ないため参考値としてではありますが、最も多かったのは「新聞やテレビのニュース」で 10 名が認知経路に

挙げ、「書籍」が 6名、「労働組合のイベントや広報誌」と「雑誌の記事」がそれぞれ 5名となりました。 
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◆「ディーセント・ワーク」という言葉をどこで見聞きしたか

（複数回答形式）
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～～何から働きがいを感じているか～～ 

◆“やりたい仕事” “自分の成長” “責任ある仕事”から働きがい 

女性のほうが“自分の成長”から働きがいを感じている傾向 

◆子育て中男女の意識差 女性は“仕事とプライベートの両立”、男性は“責任ある仕事”から働きがい 

◆自営業者は、“感謝の言葉”が働きがいの源泉 

◆働きがいには≪仕事内容≫や≪労働・職場環境≫の満足度も影響、満足度が低いほど「働きがいを感じない」 

“ディーセント・ワーク”は「働きがいのある人間らしい仕事」と訳されることがありますが、何によって働きがいが

感じられているのでしょうか。 

現在就業中、または就業経験のある 968名（現在就業中：765名/現在は専業主婦・学生・無職であるが、これま

でに就業経験がある：203 名）に、仕事のどのようなところに働きがいを感じているか/感じていたか聞いたところ、

「自分のやりたい仕事ができている」43.3%が最も多く、「仕事を通じて自分が成長できている」40.0%、「責任ある仕事

を任されている」39.9%、「働きに見合った給与が支払われている」34.6%、「自分の考えや意見を言いやすい」33.9%、

「仕事とプライベートの両立ができている」33.7%が続きました。“やりたい仕事”や“自分の成長”、“責任ある仕事”

によって働きがいを感じている人が多いようです。他方、「働きがいを感じられない/感じなかった」は 11.7%でした。 
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◆仕事のどのようなところに働きがいを感じるか/感じていたか （複数回答形式）

対象：現在就業中、またはこれまでに就業経験のある人
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男女別にみると、「仕事を通じて自分が成長できている」は男性 34.4%に対し、女性では 45.6%となり、女性のほう

が“自分の成長”によって働きがいを感じている様子が窺えました。 

また、「公平に評価されている」（男性 22.0%、女性 35.3%）や「仕事とプライベートの両立ができている」（男性 27.8%、

女性 39.6%）、「管理職や同僚と良い関係が築けている」（男性 21.2%、女性 31.7%）でも女性のほうが 10ポイント以上

高く、“公平な評価”、“仕事とプライベートの両立”、“職場の人間関係”によって働きがいを感じているのは、男性よ

りも女性のようです。“仕事とプライベートの両立”は、特に子育て中の女性が重きを置いているようで、子どもがい

る 31 歳～45 歳の女性では 54.5%（子どもがいる同年代の男性は 25.0%）と半数を超え、「自分のやりたい仕事がで

きている」58.2%に次いで 2番目に高くなりました。 
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他方、「責任ある仕事を任されている」は男性 44.0%、女性 35.7%と男性のほうが高くなりました。特に子どもがい

る 31 歳～45 歳の男性では「責任ある仕事を任されている」が 54.2%と最も高く、“責任ある仕事”に最も重きが置か

れている様子が窺えました。同じ子育て中であっても男女による意識の違いが浮き彫りになる結果となりました。 

◆仕事のどのようなところに働きがいを感じるか/感じていたか （複数回答形式）

対象：現在就業中、またはこれまでに就業経験のある人

【男女別】

自分のやりたい仕事ができている

仕事を通じて自分が成長できている

責任ある仕事を任されている

働きに見合った給与が支払われている

自分の考えや意見を言いやすい

仕事とプライベートの両立ができている

仕事上で感謝の言葉をよくかけられる

公平に評価されている

将来にわたって長期間働くことができる職場である

管理職や同僚と良い関係が築けている

職場に教育訓練・研修の機会がある

会社や組織の方針や方向性に賛成できる

仕事上でほめられることがよくある

その他

働きがいを感じられない/感じなかった
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また、現在の雇用形態別にみると、正規労働者では「責任ある仕事を任されている」が 50.6%、非正規労働者で

は「仕事とプライベートの両立ができている」が 40.2%、自営業者（フリーランス含む）では「自分のやりたい仕事がで

きている」が 65.8%、「仕事上で感謝の言葉をよくかけられる」が 42.5%となり、それぞれ他の雇用形態層に比べ高く

なりました。正規労働者は“責任ある仕事”、非正規労働者は“仕事とプライベートの両立”、自営業者（フリーランス

含む）は“やりたい仕事”や“感謝の言葉”による働きがいを他の雇用形態層よりも感じている割合が高いことが明

らかになりました。 

◆仕事のどのようなところに働きがいを感じるか/感じていたか （複数回答形式）

対象：現在就業中、またはこれまでに就業経験のある人

【子どもがいる31～45歳 男女別】

自分のやりたい仕事ができている

仕事を通じて自分が成長できている
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働きに見合った給与が支払われている

自分の考えや意見を言いやすい
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公平に評価されている

将来にわたって長期間働くことができる職場である

管理職や同僚と良い関係が築けている

職場に教育訓練・研修の機会がある

会社や組織の方針や方向性に賛成できる

仕事上でほめられることがよくある

その他

働きがいを感じられない/感じなかった
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さらに、「働きがいを感じられない/感じなかった」と回答した人の割合に注目すると、全体では 11.7%となっていま

した。これを≪仕事内容≫や≪労働環境・職場環境≫に対する満足度別（それぞれ満足度の詳細については後述

する）にみると、どちらも満足度が低いほど、働きがいを感じられていない人の割合が高く、≪仕事内容≫や≪労

働環境・職場環境≫に対する満足度は、働きがいと関係しているようです。 

それぞれについてみると、「働きがいを感じられない/感じなかった」としたのは、≪仕事内容≫に対し、どちらか

といえば満足していない層では 23.9%、満足していない層では 40.4%、全く満足していない層では 62.5%となり、≪労

働環境・職場環境≫に対し、どちらかといえば満足していない層では 17.0%、満足していない層では 29.2%、全く満足

していない層では 45.8%となりました。 

 

 

◆仕事のどのようなところに働きがいを感じるか/感じていたか （複数回答形式）

対象：現在就業中、またはこれまでに就業経験のある人

【現在の雇用形態別】

自分のやりたい仕事ができている

仕事を通じて自分が成長できている

責任ある仕事を任されている

働きに見合った給与が支払われている

自分の考えや意見を言いやすい

仕事とプライベートの両立ができている

仕事上で感謝の言葉をよくかけられる

公平に評価されている

将来にわたって長期間働くことができる職場である

管理職や同僚と良い関係が築けている

職場に教育訓練・研修の機会がある

会社や組織の方針や方向性に賛成できる

仕事上でほめられることがよくある

その他

働きがいを感じられない/感じなかった

（自営業者にはフリーランスを含む）

39.8 

38.6 

50.6 

32.5 

34.0 

28.0 

27.7 

25.3 

29.6 

25.3 

14.5 

13.3 

11.6 

1.2 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80%

正規労働者【n=415】

41.7 

36.2 

26.4 

32.6 

30.1 

40.2 

31.5 

30.4 

26.4 

28.3 

14.5 

15.2 

15.9 

0.7 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80%

非正規労働者【n=276】

65.8 

46.6 

42.5 

27.4 

38.4 

31.5 

42.5 

16.4 

30.1 

12.3 

9.6 

9.6 

12.3 

1.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

自営業者【n=73】

11.7 

2.3 

3.1 

4.3 

23.9 

40.4 

62.5 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=968】

非常に満足【n=88】

満足【n=257】

どちらかといえば

満足【n=376】

どちらかといえば

満足していない【n=142】

満足していない【n=57】

全く満足していない【n=48】

◆仕事で働きがいを感じられない/感じなかった人の割合

対象：現在就業中、またはこれまでに就業経験のある人

≪仕事内容に対する満足度別≫

※上位10位までを抜粋

働きがいを感じられない/感じなかった

仕
事
内
容
に
対
す
る
満
足
度

11.7 

4.4 

4.0 

4.7 

17.0 

29.2 

45.8 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=968】

非常に満足【n=68】

満足【n=199】

どちらかといえば

満足【n=365】

どちらかといえば

満足していない【n=188】

満足していない【n=89】

全く満足していない【n=59】

◆仕事で働きがいを感じられない/感じなかった人の割合

対象：現在就業中、またはこれまでに就業経験のある人

≪労働環境

・職場環境に対する満足度別≫

※上位10位までを抜粋

働きがいを感じられない/感じなかった

労
働
環
境
・職
場
環
境
に
対
す
る
満
足
度
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調査結果ニュースリリース 
 

～～ディーセント・ワークの実現に重要なことと、それらに対する満足度～～ 

◆ディーセント・ワークの実現にどの程度重要だと思う？ 

「労働環境・職場環境」「賃金」「労働時間・休日日数」「仕事内容」のいずれも 9割以上が『重要』と認識 

◆満足度では「賃金」は半数近くが『非満足』 

「労働環境・職場環境」と「労働時間・休日日数」は 3人に 1人の割合で『非満足』 

◆「社会保障」も 9割以上が『重要』と認識するも、『機能している』との評価は 6割に満たず 

ディーセント・ワークの実現には、何が重要だと思われているのでしょうか。 

全回答者（1,000 名）に、≪仕事内容≫、≪労働時間・休日日数≫、≪賃金≫、≪労働環境・職場環境≫がディ

ーセント・ワークの実現のためにどの程度重要だと思うか聞いたところ、≪労働環境・職場環境≫では「非常に重

要だと思う」が 50.3%と半数を超え、『重要だと思う（計）』（「非常に重要だと思う」～「どちらかといえば重要だと思う」

までの合計）は 97.8%となりました。その他の項目についても『重要だと思う（計）』は 9 割を超えており、≪賃金≫で

は 97.1%、≪労働時間・休日日数≫では 96.4%、≪仕事内容≫では 95.9%でした。仕事内容や労働条件、労働環境

がディーセント・ワークの実現のためには重要であると大多数が認識していることが明らかになりました。 

 

男女別、世代別にみると、≪労働環境・職場環境≫を「非常に重要だと思う」とした割合は、男性の 41.2%に対し

女性では 59.4%と約 6割となり、また、18歳～30歳では 58.0%と他の世代（31歳～45歳 51.2%、46歳～55歳 45.6%、

56歳～65歳 46.4%）に比べ高くなりました。労働環境・職場環境を“非常に重要”だと考える傾向は、女性や若い世

代で強いようです。 

50.3 

44.1 

42.4 

31.8 

38.3

40.7

39.9

43.4

9.2

12.3

14.1

20.7

1.0

2.0

2.0

1.6

0.2

0.2

0.5

0.7

1.0

0.7

1.1

1.8

0% 50% 100%

全体【n=1000】

全体【n=1000】

全体【n=1000】

全体【n=1000】

◆「ディーセント・ワーク」の実現のためにはどの程度重要だと思うか （各単一回答形式）

非常に重要だと思う 重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う どちらかといえば重要だと思わない

重要だと思わない 全く重要だと思わない

≪労働環境・職場環境≫

≪賃金≫

≪労働時間・休日日数≫

≪仕事内容≫

重要

（計）

非重要

（計）

97.8 2.2

97.1 2.9

96.4 3.6

95.9 4.1

50.3 

41.2 

59.4 

58.0 

51.2 

45.6 

46.4 

38.3

42.2

34.4

33.2

36.0

39.2

44.8

9.2

14.2

4.2

7.2

10.4

12.4

6.8

0% 50% 100%

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

18～30歳【n=250】

31～45歳【n=250】

46～55歳【n=250】

56～65歳【n=250】

◆「ディーセント・ワーク」の実現のためにはどの程度重要だと思うか （単一回答形式）

※「非常に重要」～「どちらかといえば重要」だけを表示

非常に重要だと思う 重要だと思う どちらかといえば重要だと思う

≪労働環境・職場環境≫

性
別

世
代
別
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調査結果ニュースリリース 
 

それでは、9 割以上がディーセント・ワークの実現のために重要だと回答した≪労働環境・職場環境≫、≪賃金

≫、≪労働時間・休日日数≫、≪仕事内容≫について、どの程度満足できている/できていたのでしょうか。 

現在就業中、または就業経験のある 968名（現在就業中：765名/現在は専業主婦・学生・無職であるが、これま

でに就業経験がある：203 名）に聞いたところ、『満足（計）』（「非常に満足している/していた」～「どちらかといえば

満足している/していた」の合計）は、≪労働環境・職場環境≫65.3%、≪賃金≫51.2%、≪労働時間・休日日数≫

67.6%、≪仕事内容≫74.4%となりました。≪賃金≫は半数にとどまり、聴取項目中で最も低くなりました。 

見方を変え、『非満足（計）』（「全く満足していない/していなかった」～「どちらかといえば満足していない/してい

なかった」の合計）に目を向けると、≪労働環境・職場環境≫34.7%、≪賃金≫48.7%、≪労働時間・休日日数≫

32.5%、≪仕事内容≫25.6%と、いずれの項目も低いとはいえない割合でした。 

 

ディーセント・ワーク実現のための重要度では、いずれの項目も 9 割半を超え、僅差ではあるものの、重要度の

高い順に並べると、1.労働環境・職場環境、2.賃金、3.労働時間・休日日数、4.仕事内容の順でしたが、満足度の高

い順に並べると、1.仕事内容、2.労働時間・休日日数、3.労働環境・職場環境、4.賃金の順となりました。 

 

さらに、≪社会保障制度（社会的保護）≫についても同様に聞きました。 

ディーセント・ワークの実現のために≪社会保障制度（社会的保護）≫はどの程度重要だと思うか聞いたところ、

『重要（計）』は 97.4%となりました。仕事内容や労働条件、労働環境と同様にディーセント・ワークの実現には重要だ

と認識されていることがわかりました。 

 

7.0 

4.0 

8.7 

9.1 

20.6

17.0

28.2

26.5

37.7

30.2

30.7

38.8

19.4

25.9

18.2

14.7

9.2

12.6

8.9

5.9

6.1

10.2

5.4

5.0

0% 50% 100%

全体【n=968】

全体【n=968】

全体【n=968】

全体【n=968】

◆仕事、自身の働き方において、どの程度満足しているか/していたか （各単一回答形式）

対象：現在就業中、またはこれまでに就業経験のある人

非常に満足している/していた 満足している/していた

どちらかといえば満足している/していた どちらかといえば満足していない/していなかった

満足していない/していなかった 全く満足していない/していなかった

≪労働環境・職場環境≫

≪賃金≫

≪労働時間・休日日数≫

≪仕事内容≫

満足

（計）

非満足

（計）

65.3 34.7

51.2 48.7

67.6 32.5

74.4 25.6

45.3 38.7 13.4
1.4
0.3

0.9

0% 50% 100%

全体【n=1000】

◆「ディーセント・ワーク」の実現のためにはどの程度重要だと思うか （単一回答形式）

非常に重要だと思う 重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う どちらかといえば重要だと思わない

重要だと思わない 全く重要だと思わない

≪社会保障制度（社会的保護）≫

重要

（計）

非重要

（計）

97.4 2.6
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調査結果ニュースリリース 
 

また、≪社会保障制度（社会的保護）≫がどの程度機能していると思うか聞いたところ、『機能（計）』（「十分に機

能している」～「どちらかといえば機能している」の合計）は 59.1%、『非機能（計）』（「全く機能していない」～「どちら

かといえば機能していない」の合計）は 40.9%となりました。 

 

 

 

 

 

～～仕事内容・労働条件・労働環境・社会保障に対する不満内容～～ 

◆賃金に対する不満 「基本給の水準が低い」6割 

◆労働環境・職場環境に対する不満 「職場の人間関係が悪い」5割、「パワハラやいじめ」は 3割 

46歳～55歳女性では「目標となる先輩・上司がいない」が半数以上 

◆労働時間・休日日数に対する不満 「まとまった休みが取れない」「残業が多い」 

正規労働者は“長時間”、非正規労働者は“短時間”に不満 

◆仕事内容に対する不満 「やりたい仕事とは異なる」3割半 

男性は“やりがいを感じない”、女性は“忙しすぎる”ことに不満 

◆社会保障制度で不十分と感じるところ 「社会保険制度」「年金」「医療・介護サービス」 

≪労働環境・職場環境≫、≪賃金≫、≪労働時間・休日日数≫、≪仕事内容≫、≪社会保障制度≫は、ディー

セント・ワークの実現のために重要だとほとんどの回答者に思われているものの、それらに満足していない回答者

が少なくはない実態が明らかになりました。それぞれの何を改善すれば満足度は上がるのでしょうか。満足してい

ない層に対し、それぞれの不満内容を聞きました。 

 

（1）賃金の不満内容 

≪賃金≫の非満足層（472 名）に、不満内容を聞いたところ、「基本給の水準が低い」60.6%が最も多く、「仕事の

成果に比べて低い」42.2%が 4 割台、「長期間給料がアップしない」35.4%、「残業手当や交通費などの手当が支給さ

れていない/少ない」32.8%、「労働時間に比べて低い」30.7%が 3 割台で続きました。基本給の水準や給料が上がら

ないことのほか、成果や労働時間が賃金に反映されていないといった不満が上位になりました。 

 

男女別にみると、「長期間給料がアップしない」（男性 30.6%、女性 40.6%）や「残業手当や交通費などの手当が支

給されていない/少ない」（男性 27.4%、女性 38.8%）では女性のほうが高く、特に、18 歳～30 歳女性では「残業手当

や交通費などの手当が支給されていない/少ない」は 50.0%と半数で 2 番目に高い項目となりました。他方、「責任・

ポジションに比べて低い」（男性 23.8%、女性 13.8%）では女性より男性のほうが高くなりました。 

2.0 15.0 42.1 28.5 7.9 4.5

0% 50% 100%

全体【n=1000】

◆日本の社会保障制度（社会的保護）は、どの程度機能していると思うか （単一回答形式）

十分に機能している 機能している

どちらかといえば機能している どちらかといえば機能していない

機能していない 全く機能していない

≪社会保障制度（社会的保護）≫

機能

（計）

非機能

（計）

59.1 40.9
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調査結果ニュースリリース 
 

 

 

 

また、現在の雇用形態別にみると、全体で最も多く挙がった「基本給の水準が低い」は、正規労働者が他の雇用

形態層に比べ高く 70.0%となりました。また、全体で 2番目に多く挙がった「仕事の成果に比べて低い」は、自営業者

が他の雇用形態層に比べ高く 60.6%となり、自営業者では最も高い項目となりました。 

 

 

 

◆賃金のどのようなところに不満を持っているか/持っていたか （複数回答形式）

対象：賃金に満足していない/していなかった人

【現在の雇用形態別】

（自営業者にはフリーランスを含む）

基本給の水準が低い

仕事の成果に比べて低い

長期間給料がアップしない

残業手当や交通費などの手当が支給されていない/少ない

労働時間に比べて低い

評価制度が不透明

自分の能力が反映されていない

責任・ポジションに比べて低い

給料が下がった

給料のアップダウンが激しい

その他

70.0 

44.0 

36.2 

35.7 

36.2 

31.9 

23.7 

26.1 

21.3 

4.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

正規労働者【n=207】

57.4 

37.2 

37.2 

29.7 

22.3 

24.3 

14.2 

12.8 

8.8 

0.7 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80%

非正規労働者【n=148】

24.2 

60.6 

18.2 

15.2 

27.3 

9.1 

27.3 

21.2 

9.1 

9.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自営業者【n=33】

◆賃金のどのようなところに不満を持っているか/持っていたか （複数回答形式）

対象：賃金に満足していない/していなかった人

基本給の水準が低い

仕事の成果に比べて低い

長期間給料がアップしない

残業手当や交通費などの手当が支給されていない/少ない

労働時間に比べて低い

評価制度が不透明

自分の能力が反映されていない

責任・ポジションに比べて低い

給料が下がった

給料のアップダウンが激しい

その他

60.6 

42.2 

35.4 

32.8 

30.7 

25.8 

19.7 

19.1 

13.6 

3.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=472】

62.5 

43.5 

30.6 

27.4 

32.3 

26.2 

20.2 

23.8 

15.7 

4.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

男性【n=248】

58.5 

40.6 

40.6 

38.8 

29.0 

25.4 

19.2 

13.8 

11.2 

1.8 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

女性【n=224】

60.3 

41.4 

39.7 

50.0 

39.7 

29.3 

13.8 

19.0 

12.1 

3.4 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

18～30歳女性【n=58】
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調査結果ニュースリリース 
 

（2）労働環境・職場環境の不満内容 

≪労働環境・職場環境≫の非満足層（336 名）に、不満内容を聞いたところ、「職場の人間関係が悪い」50.6%が

最も多く、以下 3 割台で、「目標となる先輩・上司がいない」37.5%、「職場のルールが整っていない」35.1%、「仕事を

しない人がいる」34.2%、「自分の考えや意見が発言しづらい」32.7%、「パワハラやいじめがある」31.8%が続きました。

職場の人間関係や仕事のメンバーに対する不満が上位になりました。 

 

男女別にみると、「正規社員と非正規社員との格差が大きい」は男性 14.9%、女性 29.2%、「処遇や昇進に男女差

別がある」は男性4.6%、女性21.1%となり、雇用形態や性別による格差に不満を持つ割合は女性のほうが高くなりま

した。他方、「ワークライフバランスに対する意識が低い」は男性 27.4%、女性 16.1%となり、ワークバランスに対する

不満を持つ割合は男性のほうが高くなりました。 

 

さらに詳しくみていくと、全体で最も多く挙げられた「職場の人間関係が悪い」は、特に 18 歳～30 歳女性で高く

64.1%となりました。2 番目に多く挙げられていた「目標となる先輩・上司がいない」は、46 歳～55 歳女性では 53.1%

と半数を超え、女性上司のロールモデルが必要とされている様子が窺えました。また、男性のほうが高かった「ワ

ークライフバランスに対する意識が低い」は、56 歳～65 歳男性では 14.3%にとどまっており、男性でも不満に感じて

いるのは 55歳以下の世代のようです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆労働環境・職場環境のどのようなところに不満を持っているか/持っていたか （複数回答形式）

対象：労働環境・職場環境に満足していない/していなかった人

職場の人間関係が悪い

目標となる先輩・上司がいない

職場のルールが整っていない

仕事をしない人がいる

自分の考えや意見が発言しづらい

パワハラやいじめがある

教育訓練・研修の機会がない/少ない

ワークライフバランスに対する意識が低い

正規社員と非正規社員との格差が大きい

安全衛生面の整備がされていない

職場に活気がない

処遇や昇進に男女差別がある

育児休暇、介護休暇など育児や介護を支援する制度がない

セクハラがある

その他

50.6 

37.5 

35.1 

34.2 

32.7 

31.8 

25.0 

22.0 

21.7 

21.4 

21.4 

12.5 

12.5 

6.5 

2.7 

0% 20% 40% 60%

全体【n=336】

46.9 

36.6 

33.7 

31.4 

28.0 

28.0 

25.1 

27.4 

14.9 

24.6 

24.6 

4.6 

9.7 

2.9 

1.7 

0% 20% 40% 60%

男性【n=175】

54.7 

38.5 

36.6 

37.3 

37.9 

36.0 

24.8 

16.1 

29.2 

18.0 

18.0 

21.1 

15.5 

10.6 

3.7 

0% 20% 40% 60%

女性【n=161】

50.6 

44.7 

49.0 

41.3 

52.4 

64.1 

55.0 

59.2 

36.4 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=336】

18～30歳男性【n=38】

31～45歳男性【n=49】

46～55歳男性【n=46】

56～65歳男性【n=42】

18～30歳女性【n=39】

31～45歳女性【n=40】

46～55歳女性【n=49】

56～65歳女性【n=33】

◆労働環境・職場環境のどのようなところに

不満を持っているか/持っていたか

対象：労働環境・職場環境に満足していない

/していなかった人

≪性年代別≫

※上位10位までを抜粋

職場の人間関係が悪い

性

年

代

別

37.5 

42.1 

38.8 

41.3 

23.8 

46.2 

32.5 

53.1 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=336】

18～30歳男性【n=38】

31～45歳男性【n=49】

46～55歳男性【n=46】

56～65歳男性【n=42】

18～30歳女性【n=39】

31～45歳女性【n=40】

46～55歳女性【n=49】

56～65歳女性【n=33】

◆労働環境・職場環境のどのようなところに

不満を持っているか/持っていたか

対象：労働環境・職場環境に満足していない

/していなかった人

≪性年代別≫

※上位10位までを抜粋

目標となる先輩・上司がいない

性

年

代

別

22.0 

34.2 

28.6 

32.6 

14.3 

15.4 

27.5 

14.3 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=336】

18～30歳男性【n=38】

31～45歳男性【n=49】

46～55歳男性【n=46】

56～65歳男性【n=42】

18～30歳女性【n=39】

31～45歳女性【n=40】

46～55歳女性【n=49】

56～65歳女性【n=33】

◆労働環境・職場環境のどのようなところに

不満を持っているか/持っていたか

対象：労働環境・職場環境に満足していない

/していなかった人

≪性年代別≫

※上位10位までを抜粋

ワークライフバランス

に対する意識が低い

性

年

代

別
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調査結果ニュースリリース 
 

（3）労働時間・休日日数の不満内容 

≪労働時間・休日日数≫の非満足層（314 名）に、不満内容を聞いたところ、「まとまった休みが取れない」50.3%

が最も多く、「残業が多い」42.4%、「有給休暇が消化できない」40.8%が 4割台で続きました。 

 

男女別にみると、「休日出勤が多い」（男性 25.3%、女性 14.6%）や「深夜勤務がある」（男性 15.9%、女性 6.9%）、「残

業が多い」（男性 45.9%、女性 38.2%）といった時間外労働に対する不満は女性よりも男性のほうが高くなりました。

他方、「育児や介護のための休暇が取れない」は男性 4.1%に対し、女性では 13.2%となり、女性のほうが高い結果と

なりました。 

 

また、現在の雇用形態別にみると、正規労働者では「残業が多い」が54.5%、「有給休暇が消化できない」が53.1%

と他の雇用形態層に比べて高くなった一方、非正規労働者では「短時間しか働けない」が 26.6%となりました。同じ

労働時間に対する不満でも、正規労働者は“長時間労働”に対する不満、非正規労働者は“短時間労働”に対する

不満と、雇用形態によって逆の不満を抱えているという特徴がみられました。 

 

◆労働時間・休日日数のどのようなところに不満を持っているか/持っていたか （複数回答形式）

対象：労働時間・休日日数に満足していない/していなかった人

まとまった休みが取れない

残業が多い

有給休暇が消化できない

働く時間帯が選択できない

最低限の休みが取れない（連続で7日以上働くことがある）

休日出勤が多い

出社時間が早い

深夜勤務がある

短時間しか働けない

育児や介護のための休暇が取れない

希望する出勤日よりも少ない日数しか働けない

育児や介護のための短時間勤務ができない

その他

50.3 

42.4 

40.8 

21.3 

21.3 

20.4 

16.6 

11.8 

8.9 

8.3 

8.3 

6.4 

6.1 

0% 20% 40% 60%

全体【n=314】

47.1 

45.9 

40.0 

18.8 

22.9 

25.3 

20.0 

15.9 

5.9 

4.1 

7.1 

4.1 

4.7 

0% 20% 40% 60%

男性【n=170】

54.2 

38.2 

41.7 

24.3 

19.4 

14.6 

12.5 

6.9 

12.5 

13.2 

9.7 

9.0 

7.6 

0% 20% 40% 60%

女性【n=144】

◆労働時間・休日日数のどのようなところに不満を持っているか/持っていたか （複数回答形式）

対象：労働時間・休日日数に満足していない/していなかった人

【現在の雇用形態別】

（自営業者にはフリーランスを含む）

まとまった休みが取れない

残業が多い

有給休暇が消化できない

働く時間帯が選択できない

最低限の休みが取れない（連続で7日以上働くことがある）

休日出勤が多い

出社時間が早い

深夜勤務がある

短時間しか働けない

育児や介護のための休暇が取れない

希望する出勤日よりも少ない日数しか働けない

育児や介護のための短時間勤務ができない

その他

52.4 

54.5 

53.1 

21.0 

21.7 

28.0 

21.7 

14.0 

0.7 

7.7 

2.1 

4.2 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80%

正規労働者【n=143】

48.1 

20.3 

29.1 

19.0 

17.7 

7.6 

8.9 

7.6 

26.6 

7.6 

15.2 

7.6 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80%

非正規労働者【n=79】

60.0 

25.0 

15.0 

25.0 

25.0 

25.0 

20.0 

0.0 

5.0 

5.0 

20.0 

5.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自営業者【n=20】（参考値）



 

 

 

13 

調査結果ニュースリリース 
 

（4）仕事内容の不満内容 

≪仕事内容≫の非満足層（247 名）に、どのようなところに不満を持っているかを聞いたところ、「やりがいを感じ

ない」44.5%が最も多く、「忙しすぎる」37.2%、「自分のやりたい仕事とは異なる内容の業務」34.4%、「自分自身の成長

が見込めない」、「業務内容が同じことの繰り返しになっている」いずれも 30.0%が 3割台で続きました。 

 

男女別にみると、「やりがいを感じない」（男性 52.7%、女性 35.6%）と「自分のアイデアやセンスを活かせない」（男

性21.7%、女性11.0%）では男性のほうが高くなり、「忙しすぎる」（男性32.6%、女性42.4%）と「自分自身の成長が見込

めない」（男性 26.4%、女性 33.9%）では女性のほうが高くなりました。 

 

 

 

（5）≪社会保障制度≫の不十分だと思うところ 

現在の≪社会保障制度≫に対し、機能していないとした層（409 名）に、どのようなところが不十分だと思うかを

聞いたところ、「社会保険制度（医療、介護、年金、雇用）」66.7%が最も多く、「年金」62.8%、「医療・介護サービス」

52.8%、「就労・再雇用支援」47.2%、「子ども・子育て支援」41.8%が続きました。 

 

◆仕事内容のどのようなところに不満を持っているか/持っていたか （複数回答形式）

対象：仕事内容に満足していない/していなかった人

やりがいを感じない

忙しすぎる

自分のやりたい仕事とは異なる内容の業務

自分自身の成長が見込めない

業務内容が同じことの繰り返しになっている

仕事に対して誇りをもてない

社会から評価されていないと感じる

自分のアイデアやセンスを活かせない

社会貢献度が低い

法的に問題がある、問題がないか心配

顧客からのクレームが多い

危険性のある業務についている

その他

44.5 

37.2 

34.4 

30.0 

30.0 

21.5 

18.6 

16.6 

14.2 

10.1 

9.7 

6.5 

4.9 

0% 20% 40% 60%

全体【n=247】

52.7 

32.6 

34.1 

26.4 

28.7 

21.7 

21.7 

21.7 

12.4 

13.2 

9.3 

6.2 

4.7 

0% 20% 40% 60%

男性【n=129】

35.6 

42.4 

34.7 

33.9 

31.4 

21.2 

15.3 

11.0 

16.1 

6.8 

10.2 

6.8 

5.1 

0% 20% 40% 60%

女性【n=118】

66.7
62.8

52.8
47.2

41.8 40.3

22.7

11.5

1.5

0%

20%

40%

60%

80%

全体【n=409】

◆現在の社会保障制度のどのようなところが不十分だと思うか （複数回答形式）

対象：社会保障制度が機能していないと思う人

社

会

保

険

制

度

（
医

療

、
介

護

、

　

年

金

、
雇

用

）

年

金

医

療

・

介

護

サ

ー
ビ

ス

就

労

・

再

雇

用

支

援

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

高

齢

者

・

障

害

者

な

ど

へ

の

社

会

福

祉

生

活

保

護

な

ど

公

的

扶

助

公

衆

衛

生

そ

の

他
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調査結果ニュースリリース 
 

～～ディーセント・ワークの実現に必要な取り組み～～ 

◆ディーセント・ワークを実現するために最も必要な取り組み “制度・法律の改正”が半数以上 

ディーセント・ワークの実現のために重要だと思われていることやその満足度についてみてきましたが、ディーセ

ント・ワークを実現するためには、どのような取り組みが必要だと思われているのでしょうか。 

全回答者（1,000 名）に、“制度・法律の改正”、“企業努力”、“労働組合の要請・交渉”、“個人の努力”では、何

が最も必要だと思うか聞いたところ、「国や地方自治体による制度・法律の改正（法の整備）」52.1%が半数以上で最

も多く、「各企業の努力」34.6%、「労働組合による要請や交渉」5.7%、「個人の努力」7.6%となりました。 

 

次に、ディーセント・ワークの実現について、労働組合は、どの程度役割を果たしていると思うか聞いたところ、

『役割を果たしている』（「十分に役割を果たしている」～「どちらかといえば役割を果たしている」の合計）は 44.7%、

『役割を果たしていない』（「全く役割を果たしていない」～「どちらかといえば役割を果たしていない」の合計）は

55.3%という結果となりました。 

 

2.3 

6.2
36.2 35.7 11.1 8.5

0% 50% 100%

全体【n=1000】

◆ディーセント・ワークの実現について、労働組合は、どの程度役割を果たしていると思うか （単一回答形式）

十分に役割を果たしている 役割を果たしている

どちらかといえば役割を果たしている どちらかといえば役割を果たしていない

役割を果たしていない 全く役割を果たしていない

役割を

果たして

いる

（計）

役割を

果たして

いない

（計）

44.7 55.3

 

52.1

34.6

5.7 7.6

0%

20%

40%

60%

80%
全体【n=1000】

◆ディーセント・ワークの実現のためには、何が最も必要だと思うか （単一回答形式）

国

や

地

方

自

治

体

に

よ

る

制

度

・

法

律

の

改

正

（
法

の

整

備

）

各

企

業

の

努

力

労

働

組

合

に

よ

る

要

請

や

交

渉

個

人

の

努

力
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調査結果ニュースリリース 
 

～～ディーセント・ワークの実現によって期待できること～～ 

◆ディーセント・ワークの実現によって期待できること 1位「精神的に豊かな社会」、2位「落ち着いた生活」 

◆「持続的な経済成長につながる」は 3人に 1人が期待 

◆「職場における女性の活躍拡大」は女性の 3人に 1人が期待 

◆「子どもによりよい教育を受けさせられる」は小中高生の保護者の 3人に 1人が期待 

それでは、ディーセント・ワークが実現すると、どのようなことがもたらされると考えられているのでしょうか。全回

答者（1,000 名）に、ディーセント・ワークの実現によりどのようなことが期待できると思うか聞いたところ、「精神的に

豊かな社会になる」56.6%が最も多く、「落ち着いた生活が送れる」47.2%、「従業員の平均勤続年数が長くなる」42.2%、

「安心・安全な社会になる」39.5%、「老後の不安が減る」39.0%が続きました。また、「持続的な経済成長につながる」

は 35.7%と 3 人に 1 人が期待できることに挙げました。ディーセント・ワークの実現によってもたらされることは、“職

場”や“生活”の変化にとどまらず、“社会”の変化ももたらされると思われていることがわかりました。 

 

 

男女別にみると、女性では「どのような雇用形態でも安心して働けるようになる」が 46.0%と 4割半となりました。ま

た、「職場における女性の活躍が拡大される」は 33.0%と 3 人に 1 人の割合となり、男性 15.2%の 2倍以上の割合と

なりました。 

24.1 

15.2 

33.0 

0% 25% 50%

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

◆ディーセント・ワークの実現によりどのようなことが

期待できると思うか

※上位10位までを抜粋

男

女

別

職場における

女性の活躍が拡大される

56.6

39.5
35.7

19.9 19.2
11.6

42.2
38.1 35.6

28.0
24.2 24.1

47.2
39.0 38.8

33.0
28.3

18.5

0.7
6.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

◆ディーセント・ワークの実現によりどのようなことが期待できると思うか （複数回答形式）

全体【n=1000】

精

神

的

に

豊

か

な

社

会

に

な

る

安

心

・

安

全

な

社

会

に

な

る

持

続

的

な

経

済

成

長

に

つ

な

が

る

男

女

が

平

等

な

社

会

に

な

る

貧

富

の

格

差

の

な

い

社

会

に

な

る

少

子

化

に

歯

止

め

が

か

か

る

従

業

員

の

平

均

勤

続

年

数

が

長

く

な

る

ど

の

よ

う

な

雇

用

形

態

で

も

安

心

し

て

働

け

る

よ

う

に

な

る

若

年

層

も

安

心

し

て

働

け

る

よ

う

に

な

る

高

齢

者

も

働

け

る

よ

う

に

な

る

企

業

の

業

績

が

上

が

る

職

場

に

お

け

る

女

性

の

活

躍

が

拡

大

さ

れ

る

落

ち

着

い

た

生

活

が

送

れ

る

老

後

の

不

安

が

減

る

生

き

が

い

が

増

え

る

精

神

的

・

肉

体

的

に

健

康

な

人

が

増

え

る

家

族

の

コ

ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

が

増

え

る

子

ど

も

に

よ

り

よ

い

教

育

を

受

け

さ

せ

ら

れ

る

そ

の

他

特

に

な

し
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次に、子有無別・末子学年区分別にみると、子どもがいる層では「子どもによりよい教育を受けさせられる」が

23.6%で子どもがいない層（13.7%）よりも 10 ポイント近く高くなり、特に、末子乳幼児層では 36.5%、末子小・中・高生

層では 33.6%と 3 人に 1 人の割合となりました。また、末子乳幼児層と末子小・中・高生層では「家族のコミュニケー

ションが増える」もそれぞれ 35.1%、34.3%と 3 人に 1 人の割合となり、全体に比べ高くなりました。子どもがいる層、

特に高校生以下の子どもがいる層は、ディーセント・ワークの実現が、子どもの教育や家族のコミュニケーションに

も良い影響を与えると考えていることがわかりました。 

 

 

さらに、現在の雇用形態別にみると、「どのような雇用形態でも安心して働けるようになる」は非正規労働者では

49.3%と約半数となり、他の雇用形態層よりも高くなりました。 
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本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 

付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

連合(日本労働組合総連合会) 

 

総合国際局 国際局  担当：内田 

TEL  ：03-5295-0526 

E メール ：jtuc-kokiusai@sv.rengo-net.or.jp 

 

総合企画局 企画局  担当：奥田・岩城 

TEL  ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 

 

受付時間 ：10時 00分～17時 30分(月～金) 

 

組織名 ：連合(日本労働組合総連合会) 

代表者名 ：会長 古賀 伸明 

発足 ：1989年 11月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11連合会館 

業務内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■調査概要■■ 

◆調査タイトル ：ディーセント・ワークに関する調査 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 

   18歳～65歳の男女（ただし、現在、会社経営者または役員の人は除く） 

◆調査期間 ：2014年8月22日～2014年8月26日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル・・・有効回答から性別×年代区分（※）が均等になるように抽出 

※年代区分は次のように設定した。 

18～30歳：青年層/就職・転職期    31～45歳：出産・子育て期 

46～55歳：ポスト子育て期         56～65歳：退職・再雇用期 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社(担当：吉田) 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合(日本労働組合総連合会) 概要■■ 


